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ト
ピ

ツ
ク
ス

法
の
郷
第
四
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

（６

～
４０
年
度
）
の
指
標
、
根
幹
を
な
す
も
の

と
し
て
捉
え
て
き
た
地
域
の
人
口
は
、
平

成
２５
年
４
月

６
‐
７９９
人
を
ピ
ー
ク
に
、
令
和
６

年
６
月
帥
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
他
地

域
同
様
、
年
少

（４５
歳
未
満
）
人
回
は
平

成
２２
年
の
Ｖ
人
以
降
徐
々
に
減
少
、
令
和

５
年
は

アー十
人
と
４３
年
間
で

３６３
人
減
少
、
市

と
比
較
し
て
も
減
少
率
は
大
き
く
、
少
子

化
対
策
は
地
域
課
題
で
す
。

人
□
増
を
左
右
す
る
令
和
４
年
度
日
本

全
体
の
合
計
特
殊
出
生
率

（１
人
の
女
性

が
子
供
を
出
生
す
る
数
）
は

，
２６
人
、
出
生

数
は
〃
万
人
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
見
て
も
、
日
本
社
会
は
、
人
口

減
少
の

一
途
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

南
小
学
校
の
児
童
数
も
平
成
２５
年
の
４４８

人

（内
入
学
児
童
は
５９
人
）
か
ら
、
今
年

度
は

２７０
人

（入
学
児
童
ジ
人
）
と
な
り
、

今
後
も
児
童
数
の
減
少
は
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
。

少
子
化
対
策
の

一
例
で
す
が
、
公
立
小

人
口
減
か
ら
増

へ
の
ぞ
み
を
託
す

「公
共
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
期
待
」

中
学
校
で
条
件
を
付
け
ず
に
給
食
を
無
償

提
供
す
る
自
治
体
が
、
令
和
５
年
９
月
時

点
で
３０
．
５
％

（文
部
科
学
省
調
査
）
で
し
た
。

財
源
的
に
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

後
押
し
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
県
内
で
は
、

丸
亀
市
他
２
町
が
条
件
を
設
け
ず
に
無
償

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
香
川
県
も
限

定
的
で
す
が
市
町
に
補
助
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
期
待
で
き
ま
す
。

人
口
減
対
策
の
妙
案
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
生
産
労
働
者
増
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
「法
の
郷
い
き
い

き
ま
つ
り
」
、
「公
園
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
ダ
ー
の

一
体
的
活
用
に
よ
る
地
域
み
ん

な
の
居
場
所
づ
く
り
」
な
ど
。
ハ
ー
ド
画

で
は
、
国
道
飯
山
バ
イ
パ
ス
の
全
面
開
通
、

通
学
路
で
も
あ
る
市
道
五
反
地
沖
線
２
車

線
化
の
早
期
実
現
、
同
バ
イ
パ
ス
道
に
架

か
る
歩
道
橋
の
設
置
、
ま
た
数
年
か
か
る

と
思
わ
れ
る
南
小
学
校
合
改
築
等
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
人
口
増
へ
の
望
み

を
託
す
道
と
信
じ
て
い
ま
す
。

<飯山南地区 人口の推移>
‐ 人口

<飯山南地区 年少・老年人口>
(0-14)

‐ 年少人□

(65-)

一
老年人□

日!

DAlWA

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香
'H芳

文

丸亀市飯山町下法軍寺379‐4

TEL 0877‐98日2626
TEL 0877‐98日237¬

郵大和地所篇豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 ]

フリーダイヤ,レ 0120‐ 197‐007
(イt表  0877-98-3131)

丸亀市川西町1280番地 ]

TEL 0877‐57‐2411
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∽

/1フ

を:

しⅢ

保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】
血
圧
測
定
・体
組
成
測
定
・検
尿

【日
時
】
７
月
ヮ
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室
　
　
【対
象
】市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
・健
診
結
果

【問
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

に
こ
に
こ
会

【内
容
】
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

「瀬
戸
マ
ジ
ッ
グ
グ
ラ
ブ

上
総
武
夫
さ
ん
他
１０
人
」

【日
時
】
フ
月
１３
日
（土
）

１０
時
～
１１
時
３０
分
　
一一■
Ｇ

【場
所
】多
目
的
室

ど
ん
な
マ
ジ
ッ
グ
が

飛
び
出
す
の
か
お
楽
し
み
に
。

一
サ
ー
ク

，レ
の
紹
介

３
Ｂ
楽
楽
体
操

皆
さ
ん
、健
康
年
齢
を
上
げ
る
た
め
に
体

を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

仲
間
と
一緒
に
楽
し
く
、３
種
類
の
用
具

「ボ
ー
ル
・ベ
ル
・ベ
ル
ダ
ー
」
を
使
い
、遊
び

や
手
遊
び
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
の
体

操
で
す
。

【国
時
】
毎
週
木
曜
日
　
１０
時
～
１１
時
３０
分

二
場
所
】和
室

一
【会
費
】
１
回
剛
円
十
エ
ア
コ
ン
代

申
込
問
合
】
池
田
た
か
え

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

ヽ
「
・

．
卜ヽ

法
の
郷
ペ
ダ
ン
ク
大
会
　
●

【日
　
　
時
】
７
月
２８
日
（日
）

９
時
３。
分
～
１２
時
（予
定
）

【場
　
　
所
】多
目
的
室

【対
　
　
象
】飯
山
南
在
住
あ
る
い
は

飯
山
南
に
お
勤
め
の
方

【申
込
要
領
】
３
人
１
組
で
、
リ
ー
ダ
ー
を
決
め

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【申
込
締
切
】
７
月
フ
日

【そ

の

他
】パ
ン
と
飲
み
物
の

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

法
の
郷
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

四
国
を
歩
こ
う

７
月
１
国
（月
）
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

◆
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
間
帯
や
歩
数
速
度
な
ど
、
自
分
の
ペ
ー

ス
を
守
り
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る

こ
と
が
日
課
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に
。 一垣

第
２
回
健
康
語
演
会

′′

【演
題
〓
□
腔
ケ
ア
」

【講
師
望
円
木
ま
ゆ
み
　
上凶
科
衛
生
士

【日
時
】
フ
月
１１
日
（木
）

１０
時
～
１１
時
３。
分

【場
所
】
多
目
的
室

【対
象
】市
民

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
‐
Ｊ

「９
コ
ヨ

〕
雪
９
Ｄ

Ｉ
‐

ぴ0

.G
子|―

飯山南
保育所

一人ひとりの表現を大切に
～芸術士とともに～

飯山中学校  吹奏 楽 著|

沿動日:火曜～金曜の4日間及び休日の午前中

場 所 :校内第1音楽室等

部員数 :36名 (3年生6名 、2年生10名、1年生20名 )

私たち吹奏楽部は、「私たち

にしかつくれない音楽」をめざ  .‐

して、コングールやアンサンブ  .=!

ルコンテスト、校内の演奏や地

域のイベントなどに向けて練

習しています。先輩後輩関係な

く、みんな仲が良く、音楽が大

好きな仲間と一緒に日々努力しています。
`ア

ラシックや

ポップな曲など色々なジャンルの曲にチャレンジしてい

ます。合奏を通して思い通りの音が出たときの達成感、

心がひとつになったときの感動、みんなで協力してひと

つのものを作りあげる喜びを味わうことができます。

これからも皆さんに楽しんでもらえるような演奏がで

きるように一生懸命取り組んでいきたいです。飯山中吹

奏楽部の応援をどうぞよろしくお願いします。

部長 :西俣夏穂/副部長 :坂田彩耶音

」A地域貢献活動の

一環でNPO法人アー

キペラゴの芸術士ぴんちゃん

(松尾由美さん)が来所し、5歳

児の子どもたちと一緒に年4

回、アート・制作等の芸術港動

を楽しんでいます。

先日は、8メートルの布にみ

んなで

`フ

レパスや絵の具を

使つて思い思いに描き、アート

渚動をしました。巨大な布を見

た子どもたちは「うわ― !」 と驚

き一斉に駆け寄つて布を上下

に振つたり引つ張つたりした

後、自分の手や足に好きな色の絵の具を選んで付け、思

いきり塗りたくり、真つ白なキャンバスが子どもたちの色

に染ましりました。どんな表現

でもいい、自分らしく描く経

験を重ね
｀
自分が好き、とい

う自尊感情を育んでいきた

いと思つています。

正一ル
(くく Yett 〉〉〉
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

Ｌ
酵
Ｂ
み
み

盤
動

す

石

は
た
な
た

一

「要
介
護
に
な

っ
て
も

楽
し
く
充
実
し
た

一
Ｈ
を
」

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
飯
山

当
施
設
は
、
医
療
・介
護
・教
育
関
連
企

業
で
あ
る
株
式
会
社
三
チ
イ
学
館
の
介
護

拠
点
と
し
て
平
成
２４
年
１０
月
に
開
設
さ
れ
、

通
所
介
護
（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
訪
間
介
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
居
宅
介
護
支
援

専
門
員
（ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）も
在
籍
し
て

い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

定
員
は
、
現
在
３５
名
で
、
要

介
護
１
～
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
が
利
用
対
象

で
す
。
午
前
中
は
、
体
調
確

認
・脳
ト
レ
・機
能
訓
練
・入

浴
な
ど
を
行
い
ま
す
。
機
能

訓
練
で
は
「自
宅
で
で
き
る

訓
練
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
の
ダ
ン
ベ
ル

体
操
や
、
段
差
に
見
立
て
た

|:i,,逸 |:li!

箱
を
使
い
座
っ
て
昇
降
運

動
を
し
て
い
ま
す
。

入
浴
は

一
般
浴
・機
械

浴
・個
浴
が
あ
り
、
身
体
状

況
に
合
わ
せ
対
応
し
て
い

ま
す
。
自
立
支
援
が
目
的

な
の
で
、
衣
服
の
脱
ぎ
着
や

洗
身
な
ど
で
き
る
こ
と
は

見
守
り
、
で
き
な
い
と
こ
ろ

だ
け
介
助
し
て
い
ま
す
。
食

事
は
魚
か
肉
の
選
択
食
で
、

メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
選
べ
ま

す
。
全
量
摂
取
さ
れ
る
方

が
多
い
で
す
。

午
後
か
ら
は
体
操
を
し

て
、
残
存
機
能
維
持
と
筋
力
低
下
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
。
お
や
つ
後
の
レ
グ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
季
節
の
行
事
や
趣
味
渚
動
を

行
い
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
ス
ダ
ッ
フ
も

一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
利
用
者
や
家
族
の

方
々
か
ら
「あ
り
が
と
う
二
楽
し
か
っ
た
よ
」

「ま
た
来
て
な
二
顔
を
見
た
ら
元
気
が
で

る
」
な
ど
の
言
葉
を
い
た
だ
く
の
が

一
番
の

ご
褒
美
で
す
。
そ
し
て
、
安
心
し
て
任
せ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
月
１

回
の
勉
強
会
や
ケ
ー
ス
カ

ン
フ
ア
レ
ン
ス
を
行
い
、
情

報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

見
学
も
で
き
ま
す
の

で
、
介
護
に
不
安
を
抱
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ニチイケアセンダー飯山

飯山町上法軍寺922-1

TEL(08フア)56-8570

守三炉楚t

読 とえヨ

《亀
山
八
幡
神
社
》

寺
社
殿
は
西
向

讃
岐
富
士
を
拝
す

【
讃
留
霊
王
伝
承
認
シ
拶
！
ズ

ｖｏ‐邑

【讃
留
霊
王
を
祀
る
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
神
社

桑
島
　
和
茂

○
皇
子
神
社
【シ
リ
ー
ズ
Ｎ。
・２３
十
‐③
】

《
亀
山
八
幡
神
社
》

鎮

座

地
　
丸
亀
市
飯
山
町
東
坂
元

一
三
七
二
番
地

太
不　
　
神
　
自
心長
帯
比
貢
尊
　
］ｍ
陀
和
気
命
　
武
内
宿
祢
命

合
祀
祭
神
　
●
讃
留
霊
王
之
王
子
（讃
留
霊
王
）

神
社
由
緒
　
社
伝
に
よ
れ
ば
、武
内
宿
祢
の
裔
坂
本
公
こ
の
地

に
住
し
坂
本
村
に
西
分
の
勧
請
せ
り
と
伝
う
其

の
後
村
老
に
夢
お
告
げ
あ
り
吾
れ
亀
山
に
て
鎮

座
し
て
号
内
を
守
る
と
村
民
畏
み
て
亀
山
の
地

に
遷
座
し
奉
る
。

≧
明
治
四
十
三
年
字
久
米
氏
谷
王
子
神
社
》
を
合
祀
す
。

●
祭
神
　
讃
留
霊
王
之
王
子

参
考
文
献
ミ
香
川
縣
神
社
誌
■
発
行
所
香
川
縣
神
戦
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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～
調
べ
る
き

っ
か
け
づ
く
り

（１
）
～

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、
校
内
に
お
い
て
は
魅

力
あ
る
テ
ー
マ
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
数
日
後
、
栗
林
公
園

内
に
あ
っ
た
栗
林
公
園
動
物
園

（９３０
年
～

２００４
年
市
営
の
動
物
園
、

‐９７０
年
頃
に
は
入
場

者
数
が
約
５０
万
人
を
突
破
）
を
探
検
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、
ゾ
ウ
、
キ

リ
ン
、
ナ
マ
ケ
モ
ノ
、
サ
ル
等
多
く
の
動
物

た
ち
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
み
ち
ひ

ろ
さ
ん
も
動
物
た
ち

（特
に
ゴ
リ
ラ
）
に
は

興
味
を
示
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
栗
林
公

園
動
物
園
の
園
長

・
香
川

一
水

（か
が
わ

か
ず
み
）
氏
が
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
通
っ
て
い

る
学
校
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
校
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
日
、

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、
発
熱
の
た
め
学
校
を
体

ん
で
し
ま
っ
た
。
翌
日
登
校
す
る
と
数
名
の

不

易

送
４
行
・

（三
谷
　
秀
樹
）

ふ
　
え
　
き

り
ゅ
う

こ
う

た
こ
と
を
と
て
も
悔
し
く

思
っ
た
と
彼
は
後
で
振
り
返
っ

て
い
る
。

つ
づ
く

葉
を
間
い
て
、
香
川
園
長

さ
ん
の
話
が
間
け
な
か
っ

友
だ
ち
か
ら

「ゴ
リ
ラ
は
す
ご

い
―
・す
ご

い
＝
止
と
い
う
言

4



0魅力ある法の郷らしさ
、、。い

―no― s。と。

スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷

1地域づくり 2環境保持 3法の郷公園
4ま ちライブラリー 5'去の郷食堂班 6'舌用班法

の
郷
づ
く
り

，
ふ
れ
あ
い
交
流
室

】をぅ押F
づЦり

/劣受 S防犯 。交,m安 全

コミュニテイが

すすめている

取り組みを

お知らせします。

総務環境美化部

土器川一斉清掃

フ月フ日 (日 )フ 日寺から土器川河川

敷運動公園での清掃

に参力]します。

ふれあい交流部 (食堂班)

農村食堂の報告

田植え作業中の6月 22日 、23日に

農事組合法人と認定農業者を対象

とした農村食堂を実施しました。

地域で採れる旬の食材を使用した

お弁当は、2日間で80食の注文があ

りました。

福祉部

高齢者心、れ あいの集 い

フ月18日 (木 )に行います。対象の

方には、既にご案内を差し上げてい

ます。

◆年は保育所の子どもたちが遊

戯を披露してくれます。

,高齢者対策 b児童 。子育て支援

“

健康づくり推進事業 |1運動習慣づくり

1ヨ 食生渇の改善 ―■心の健康づくり

●学校支援 11生涯学習

ヤ地域づくり支援 1東」Wil児童センター支援

●法の郷 いきいきまつ り ●コミュニティだより、ホームページ

●コミュニティセンダーと法の郷公園

◆年も朝の清々しい空気の中、フ

月21圏 ～2フ日まで自治会内交流ラ

ジオ体操を行います。

5月 26日のチャレンジウイーダは

皆さん参力□ありがとうございました。

昭 吼ピ胃牽環ビぴ粋体操
〔
）

赤
留 展軍劉

′Ь魏 あし咬潮 帥 呼 劇
口邸勁

漁朔盟掴闇日 酪鍵委員会

夏休みの

子 どもた ちの学習支援

フ月24日 (水)25日 (木 )、 小学生を

対象に(各国先着20名 )宿題 (ドリル

やワーダ)自主学習を行います。食堂

班は1食 100円で昼食を提供します。

公園の花植え

6月 6日 (木 )、 法の郷公園の花壇

に夏の花を植えました。

お世話ボランティア募集中です。

一緒に花のお世話をしませんか。

フ月 1フ 日 (水 )40B寺 30分 ～ 11時
『たのしいこといつぱい』

～パネルシアダーとおたのしみ～

※南保育所 5歳児 24名も参加

懇曇森ぶ理碁

0

命

卿鶴一騨呻
ム

フ月 11日 (木 )

10日寺30分-1lB寺 30分 ~ノ

フ月 2フ 日 (土 )

40日寺30分 -1lB寺 30分

///

『親子で作ろう!ベ ビー法ちゃん』

(子 どもだけでも可 )

募集人数 :10組 (予約制 )

参 力□費 :220円

フ月 2フ 日 (土 )11時 ～ 1lB寺 45分

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに Fふ れあい交流室だよりどを掲載しています。
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0ともに支え合い健やかに暮らす

0健康とスポ中ツで元気いつIれヽ

0“楽しい "が見つかる子育てと文化

0市 民参加 情報まるごと発信

0-①
地域づくり

●ふらつとTea Time～小物づくり～

みんなで楽しい時間を過ごしませんか

お友達＼ご近所さんと一緒にぜひおいで下さい

ア月4日 (木 )

9B寺 -10日寺                      ~
締 切 り:6月 28日 (金 )

参加費 :600円

●パンの販売〔にじいろベーカリー】

れ■峰輯,|=―二ヽI

●朝市。フリーマーケット

ア月の朝市は、お体みします
ё

ア月 1ア 田(水 )

11時～

活
　
用
　
班



彰 樫床ゲツト

ま|ち |か ど1亀

■ 島H北白治会

絆 づくり
強

p

■
ま
ち
力ゝ
ど
絆
づ
く
り

宝
赤
ち
や

ん

ささみとキュウリと
みようがの和え物

夏バテ防止に効果があるみょうがを加えて、

暑くなる季節にさっぱり食べやすい一品です。

■材料 (2人分 )

鶏ささみ ……・ 1本 (80g)    マヨネーズ …… 大さじ1

キュウリ ………………… 1本    ポン酢―……………大さじ1

みようが …………Ⅲ… 2姻     いりごま …………Ⅲ…・少々

,酉  ………………… 大さじ2

塩 …………… 」ヽさじ1

■作り方

0鍋に水500mtと酒、塩を入れて火にかけ、沸騰したらさ
さみを入れて、弱火で5分ほど如でたら火を切り、そのま
ま粗熱が取れるまで置く。

②キュウリとみようがは千切りにする。
)出し、筋をと

'り

ながら細かく

ルに入れ、マヨネーズ、ポン酢、い
'

器に盛って出来上がり。

今村 晃太朗さん

島田北自治会は、

飯山高等学校の東、

国道438号から少し

奥に入つたところに

あります。

眼前には飯野山が

あり、周りを田んばに囲まれた静かな場所なので、

散歩をする方の姿が見えたり、晴れた日に子どもた

ちが外で遊ぶ声が聞こえてきたりします。

9年程前に6世帯で発足し、多い時には11世帯

が加入していましたが、現在はフ世帯で構成されて

います。自治会としての特別な汚動は行つていませ

んが、年1回の総会と、コミュニティ主催の一斉清掃

に可能な方が参加しています。回覧板やLINEグ

ループを通じて、全世帯が協力をしている自治会で

す。これからもつながりを大切にしていきます。

―
専

―螢 視年守→ ■
■

(|('

,

宝赤盲ゃた募集中
辞

No,

046
名団地自治会

飯」」南小学校から大手前中学高校に進学。現在は

東京大学に通つている18歳の青年です。お母さん国

く、幼い頃からおとなしく真面国で優しい性格だつたそ

うです。

昨年フ月に、第53回国際物理オリンピッタに出場し、

金メダルを獲得しました。世界80カ国から387人の高

校生が参力□し、3ア人が金メダル。日本からは5人が参

加し、2人が金メグル、そのうちの1人が今村さんです。

実験と筆記試験を5時間ずつ2日間の力試し。

高校2年生の時、1国 に5時間費やすほどゲームに夢

中になり、そのエネルギーを物理五輪に活かすことを

お母さんが提案したところ、好奇心に火が付き取り組

んだとか。

これを機に、外国の友達もでき視野を広げつつ、将

来進むべき道を模索中のようです。(本人が不在のた

め、お母さんに取材させていただき、まとめました。)

懲υ 奪

●対象菩

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん

0応鼻てきるデ,

赤ちゃんの父母または養育者
●■

'中

しモトイ米サ
ー
,P(

誕生月の前月1日よてlこ、件名を11'ホちゃム!

とし、下記の必要事項をこ信こ入のうえ、
メール志たは窓ロヘご持参くはさtヽ。

●必安可iJrt
・赤ちゃんの氏名 6、 りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

●Iド ■ヽス )レ jア ドレス

図 hannan‐c@mf.pikara.ne.ip

広告募集
1枠 =タ テ46mm× ヨコ43mm
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洗♂

一
一
〕

↓

◆

ク
◆

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

暑
い
国
が
続

い
て

一一
い
ま
す
が
、
熱
中
症

対
策
を
し
て
い
ま
す

か
？

熱
中
症
は
室
内
や
夜
間
で
も
多
く

発
生
し
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
、

適
切
な
室
温

・
湿
度

（室
温
２８
度

・

湿
度
４０
～
６０
パ
‐
セ
ン
ト
）
を
目
安

に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
喉
が

渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。
目
安
と
し

て
、
１
時
間
に
コ
ッ
プ
４
杯
程
度
を

摂
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
だ
よ
り

＼■:_■

彎

●

【こども夏の集い】7月 13日 (土)

遊びのコーナーやメヾザーなど、楽

しいイベントを行います。香川高専詫

間キヤンパスから「ロボット教室」も

やつて来ます。みんなで来てね !

h

1日 (月 )

4日 (木 )

5日 (金 )

13日 (土 )

17日 (水 )

亀

20鵞 4 ■1と 鷺

七夕まつり‐ 十1-

(子育てひろば「たんぱば」と共催)

・親子体操
・AED講習会
,こ ども夏の集い
。出前講座「じどせんのおねえさんといっしよ」

(飯山南コミュニティセンダーにて)

18日 (木)…ツボ押しと体操

トライアングル《子育て相談》
―

|―

(子育てひろば「たんばぽ」と共催)

24日 (水)…移動図書館かめまる号がやつてくる

27日 (土)…ファンダジー《創作紙芝居》

習字数室‐ |・ Ⅲ

【8月初めの行事〕
1日 (木 )…・親子体操
3日 (土 )い・ポスダーを作ろう.・ i l /

↑
′

く 東′J可 II児童センダー 盗 (0877)56-8778

【日
時
】
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
田

９
時
～
４‐
時

【場
所
】
飯
山
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
・

土
器
川
河
川
敷

【会
書
」
２
０
０
０
円
／
年

【申
込
・間
合
】
飯
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
同
好
会

ａ
０
８
０

‥
４
０
３
８

‐
３
フ
０
９
（松
本
さ
ん
）

６
月
に
、
新
刊
図

書
が
入
り
ま
し
た
。

心
あ
た
た
ま
る
絵
本

ｉ

や
楽
し
い
絵
本
＼
〈フ
‐…‐

話
題
の
小
説
も
あ
り

．

ま
す
よ
。ぜ
ひ
＼
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
の

ぞ
い
て
手
に
取
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
　
　
一

И
の
シ
ー
ル
が
目

押

印
で
す
。

多  ψ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

人
権
侵
害
で
す
！

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

（パ
ワ
ハ
ラ
）

が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
　
＼
事

ま
す
。
令
和
４
年

（朋
年
）

４
月
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
措
置
が
す
べ
て
の

事
業
主
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
み
ん
な

で
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

ま
ち
う
ギ
ブ
巧
リ
ー
才

加
ら

お
知
ら
せ

離 :適墨
阻乳喜

撃 ・
iュ

喝 Fン

翻軽攀

交
番
だ
よ
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た詐

欺
の
手
□

「交
番
だ
よ
り
６
月
号
」
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
投
資
詐
欺
や
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
が
多
発
し
て
い
る
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

◆
回
は
、
踊
さ
れ
な

い
よ
う
に
啓
発
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◆

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
知

り

合

っ
た
人
か
ら
の
儲

け
話
は
詐
欺
を
疑
う
。

◆
振
込
先
が
個
人
名
義
□
座
や
暗
号
資
産

の
場
合
は
詐
欺
を
疑
う
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
表
示
さ
れ
た
広
告
、
ア
イ

コ
ン
が
著
名
人
や
実
在
の
企
業
で
あ

っ

て
も
容
易
に
信
用
し
な
い
。

◆
金
融
商
品
を
取
扱
う
に
は
金
融
庁
へ
の

登
録
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
手

が
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

少
し
で
も
不
審
だ
と
思
っ
た
ら
、

丸
亀
警
察
署

（倉
０
８
７
７

‥
２
２

‥
０
１
１
０
）
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

飯
山
交
番

盆

９
８
１
２
０
２
９

警
察
相
談
電
話
盗
♯
９
１
１
０
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ω
掲載ページ

お
′ヾンの日

lw
かめまる号

>屋宝
青パト巡回日 カ

レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

‐10 休館日

・ あいさつ運動 (健康スポーツ部)

2●

30

4● ●ふらつとTea Timeω

50

60

70 ●土器川クリーン作戦 911の日)

80 休館日

9●

100

116 ・ 第2回健康講演会 D

●にこにこ会 廻D
。東」WII児童センターこども夏の集い0

17●

暮   186 ・ 高齢者ふれあいの集い0

,E 19o ・ 介護予防のための体操教室

20o

21o ●にじいろカフェ紅山

2213 体館日

23●

240 ・ 夏休み学習会0

250 ●夏休み学習会ω

>n=   260

Lw    27 0 ・ 法ちゃんくらぶ D

28〔∋・ 法の郷ペタン
`7大

会 o

291〕 体館日

30●

310

8/240・法rノリサマーフェスティバル(法の郷公園)

・ 地域いきいき講座 ・ 健康相談0
●じどせんのおねえさんといっしょo

″
ヽ

オ
体
操

出

120

130

140 ・ 健康ウォーク(7:00)・ペタンク(9:00)

150 休館日

海の日

16● 体館日

あ
る
日
、ふ
れ
あ
い
交
流
室
の
棚
か
ら
「は
る

さ
ん
と

‐０００
本
の
さ
く
ら
」
の
絵
本
を
何
気
な
く

手
に
取
り
ま
し
た
。

『か
つ
て
は
美
し
い
山
村
、学
校
や
病
院
、お

店
、公
民
館
が
あ
り
、多
く
の
人
々
が
暮
ら
し
て

い
た
町
。
し
か
し
、過
疎
化
が
進
み
、村
の
人
口

は
１０
人
に
ま
で
減
少
し
ま
す
。
主
人
公
は
は
る

さ
ん
。
人
を
呼
ぶ
た
め
、村
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

と
桜
を
植
え
る
こ
と
を
決
意
し
、

１０
人
で
硼
本

の
苗
木
を
育
て
始
め
ま
す
。

‐００
本
植
え
る
ご
と

に
仲
間
が
亡
く
な
り
、
日頭
終
的
に
は
る
さ
ん
と

‐００
本
の
苗
木
だ
け
が
残
り
ま
す
。
は
る
さ
ん
は

一
人
で
苗
木
を
植
え
な
が
ら
、家
の
壁
に
理
想

の
町
の
地
図
を
描
き
ま
し
た
。
日販
後
の
苗
木
を

植
え
終
え
た
と
き
、は
る
さ
ん
も
そ
の
命
を
終

え
ま
し
た
。

‐００
年
後
、
桜
は
美
し
い
花
を
咲
か

せ
、村
に
は
ト
ン
ネ
ル
や
道
路
、鉄
道
が
開
通
し

「桜
の
里
駅
」が
誕
生
し
ま
す
。
一
人
の
建
築
技

師
が
は
る
さ
ん
の
地
図
を
見
つ
け
、絵
に
沿
っ
て

町
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。
は
る
さ
ん
の
願
い
は

時
を
超
え
て
実
現
し
ま
し
た
』

◆
年
は
、法
の
郷
第
四
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

ス
ダ
ー
ト
の
年
で
す
。
〈も
っ
と
も
っ
と
先
の
こ
と

を
考
え
る
〉未
来
へ
備
え
た
種
を
ま
く
こ
と
の
大

切
さ
を
、
一
冊
の
絵
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
机
上
に
お
い
て
読
み
返
し
て

い
ま
す
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

・ 法の郷いきいきまつり2024実行委員会

「は
る
さ
ん
と

‐０００
本
の
さ
く
ら
」

か
ら
学
ぶ

地
域
の
様
子絵

本

デヽヽれ′あい殉Lノ ンダ
｀
一

7月

健康チャレンジ 0
囲国を歩こう!スタート
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